
ヤリイカの資源変動と来遊予測手法開発研究

伊藤欣吾

はじめに

ヤリイカの資源変動要因を解明し、中長期的な来遊予測が可能となる技術基盤を確立するとともに、

これらの研究成果を漁業者に広め、資源増殖及び管理の対策を通じ来遊資源の安定を招来し、ひいて

は本県沿岸漁業の安定に資するものである。

事業計画

研究計画は表 lに示したとおりである。

調宣項目 平成12年度平成13牛度

l卵発生に及ぼす低水温の影書 O 
2卵発生に及ぼす低塩分の影響 - 0 
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材料と方法

卵発生に及ぼす低塩分の影響

表 2に示した室内実験を設けて、低塩分がヤリイカの卵発生に及ぼす影響を調べた。青森県小泊村

沿岸において、 2001年 4月 12日未明に光力利用敷網で漁獲された約 100個体のヤリイカを、下前漁

協屋外水槽内に収容し、同日未明に産卵した卵のうを用いて実験を行った。産卵時の水槽内の水温は

9. 5tであった。卵のうを下前漁協から当水産試験場へは、 20リットル容器(トスロンタンク)に海

水を満タンに入れ、車で l時聞かけて運んだ。

実験は、水産試験場屋内のインキュベーター(恒温装置)内において、水温を 9'Cもしくは 13tに

保ちながら、塩分濃度が 33、29、23、16psuの異なる 4種類の水槽内に卵のうを収容し、発生および

ふ化状況を比較した(表 2)。飼育方法は 5リットル円形水槽に 4リットルの海水を入れ、卵のう 10

房を水槽底面に寝かせるように収容し、エアレーションを行った。また、塩分濃度の調節は自然海水

を蒸留水で希釈し、週 l回の海水交換とともに、誘導起電式塩分計 (YEO-臥L社製、 MEDEL601MKill)

を用いて塩分を測定した。なお、実験区の塩分濃度は飼育期間中の平均値を用いた。

また、卵の発生段階は Baeget al. 1) による受精からふ化までの 28段階区分に従った。
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表 2ヤリイカの卵発生に及ぼす低水温実験の概要

水温("C) 塩分 (PSU) 実験開始の発生段階 卵(粒)

32. 6 初期 (Stage10以下) 546 

29. 3 初期 (Stage10以下) 531 

22. 8 初期 (Stage10以下) 501 

16. 5 初期 (Stage10以下) 475 
…一一… 一一13 33. 5 初期 (Stage10以下) 507 

13 30. 2 初期 (Stage10以下) 496 

13 24. 1 初期 (Stage10以下) 442 

13 17. 6 初期 (Stage10以下) 458 

漁獲、海況データの収集整理

県統計(青森県企画部発行の「青森県海面漁業に関する調査結果書(属地調査年報)J) により市町

村別、月別及び漁業種類別の漁獲量と漁獲金額を調べた (2001年 12月までのデータ)。また、ヤリイ

カの水揚げ主要漁協である八戸(八戸市場と八戸漁連)、大畑町、小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、深浦

の月別銘柄別漁獲量と漁獲金額を調べた (2002年 7月までのデータ)。これらのデータは全てフロッ

ピーディスクに記録しデータベースとして当場に保管した。

また、海面を有する都道府県の 46水産試験研究機関に対し、ヤリイカの漁獲に関するアンケー卜調

査(図1)を行い、我が国におけるヤリイカの漁獲実態を解析した。詳しくは、青森県水産試験場研

究報告第 2号 2) を参照。

温盟主
Eム盆盆

遭絡先 TEL

ヤリイカの漁獲に関するアンケート用紙

FAX E-mail 

間1 貴官下司範囲を敏えて下書い.

問Z 貴官下における量近(過去3ヵ年)のヤリイカ四車獲挟況について‘次回うち臨当するものにO
をして下さい.

<Dほとんどない.

②遊融自封輩となっているが遁!I対車にはなっていない.

③浬橿ではあるがホ掲げされている.

④ヤリイカを主とした湯量(車法)が成立している.

(5;その他(

間3 問2で③~⑤に歓当した方の晶、ヤリイカが埠狸される上位3種類の掴i去とその割合について、
植えて下さい.

措法 その割古

) ( 

) ( 

) ( 

問4 量管下におけるヤリイカのilll統計について‘次のうち銭当するものにOをして下さい.

①ない.

②晶る.

③他の種と一緒に集計されている.

④他の祖と一緒に.針されている年ιヤリイカ単独で集計されている年がある.

⑤その他{

問5 問4でf①ないJ以外に政当した方のみ、2冊。年か品遡れる期間について、その遁撞統計責料を
渇付して下さるようお値いします{で曹る立ら1:、年剤、月別、温法制にお願いします.).
寧た.そのデータが量管下におけるヤリイカ.illl量に占める割合についても‘教えて下さい.
さらに.他の祖とー舗に.針されている揖古は.そのデー習に占めるヤリイカの割合について.

教えて下さい.

間8貴曹下におけるヤリイカの塵卵状況について、次のうち該当するものにO圭Lて下さい.

①産卵していない.

②産却していると思われる.

③明らかに産卵している.

以よです.ご凶力ありがとうございました.

えよお.配入例として潜付の膏蒜県を書開ください.

図 i ヤリイカの漁獲に関するアンケート用紙
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資源特性のモニタリング

表 3に示したヤリイカの生物測定を行った。測定項目は外套背長、体重、雌雄、成熟度、生殖腺重

量、外套膜重量及び胃内容物とした。雄については、生殖腺を精巣、貯精嚢及び精爽嚢に分けて重量

を測定し、成熟度の判定は精爽嚢に精爽が入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。雌につ

いては、てん卵腺の重量および生殖腺を卵巣、輸卵管及び輸卵管線に分けて重量を測定し、成熟度の

判定は輸卵管に卵が入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。

生物特性値の推定にあたっては、標本を月毎に集計し、月毎の銘柄別漁獲量を重み付けして求めた。

これら 2001年漁期 (8月~翌年 7月)の生物特性値を過去のデータ 3) と比較した。

表 3 ヤリイカ生物測定標本
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本:各銘柄3kg入り
冬期:大:13個体まで

小:14""""22個体
水:23個体以上

春期:大:15個体まで
小:16""""25個体
水:26個体以上

沿岸水温のモニタリング

表 4に示した水温の観測を行った。自記式水温計は、深浦町においてはアレック電子社製 MDS-Tを、

その他の場所では VEMCO社製 MINILOGを用いた。水温計の交換は 3ヶ月に 1度行った。

表 4 沿岸水温観測の概要

開始年月日 場所 海底深度 (m) 観測点 観測インターパル

1995. 03. 06深浦町大戸瀬穂港地先 25 海面下旬と海底上旬の2点 1 0分ごと

2001. 01.20佐井村長後漁港地先 25 海面下旬と海底上3mの2点 l時間ごと

2000. 1 2. 11大畑町木野部地先 28 海面下旬と海底上3mの2点 1時間ごと

2001. 04. 02東通村尻労漁港地先 50 海面下5mと海底上3mの2点 l時間ごと

2001.01.18八戸市蕪島地先 14 海面下旬と海底上旬の2点 l時間ごと
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未成体分布量の推定

本県太平洋南部海域において、平成 13年 10月 16.......21日に試験船青鵬丸によるオッタートロール調

査を行い、ヤリイカ未成体の分布密度を調べた。オッタートロール網の仕様は袖網長 7.5m、網口幅 2皿、

網口丈2m、内網目合11mmである。曳網面積は曳網距離×袖先間隔(ネットスキヤンマーより平均 11.9m) 

とした。分布密度は漁獲効率 lとし、採集個体数÷曳網面積とした。操業は全て日中に行われた。

移動経路の解明

青森県周辺海域におけるヤリイカの移動はほぼ解明されている 4)が、八戸沖の大きな漁場について

は不明のままである。そこで、八戸沖において、試験船東奥丸のいか釣機によりヤリイカを採集し、

標識放流を行った。また、階上漁業協同組合の底建網に入網したヤリイカと、はちのへ漁業協同組合

の釣船で釣獲したヤリイカに標識を装着しその場で放流した。

結果

卵発生に及ぼす低塩分の影響

図2に実験開始以降における受精からの日数と発生段階との関係を示した。9'Cの実験区においては、

塩分 16.5psuでは受精から 13日後に腔が変形し、 19日後に白濁し全て死亡が確認された。その死亡

に至るまでに進行したと思われる発生段階は確認できなかったが、 Stage10までは至っていなかった。

塩分 22.8psuでは、時間をかけて緩やかに発生が進んだが、 75日後に奇形が確認され、 96日後に全て

死亡が確認された。塩分 29.3psuと32.6psuでは、正常に発生が進み、受精から 91.......105日後にふ化

が確認された。

13'Cの実験区においては、塩分 17.6psuでは 19日後には白濁し全て死亡が確認された。塩分 24.1psu、

29.3psuおよび 32.6psuでは、受精から 49.......71日後にふ化が確認された。

塩分濃度が低いほど発生の進行が遅かった。

-0-32.6psu; 99日後に印崎ふ化

吋ト29.3psu;103日後に.50%ふ化

4コ-22.8psu; 102日後に死亡確箆

」竺三16.5psu;19日後に死亡確認
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図2 受精以降の卵発生と塩分との関係. (左図:水温 9'C，右図:水温 13'C)

S t age : Baeg e t a l. 1) の 28段階区分に従った。
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塩分濃度とふ化率との関係を図 3に示した。塩分 29.3psu以上で 85%以上の高いふ化率が得られ、

塩分 24.1psuでは 23%、塩分 22.8psu以下ではふ化しなかった。また、塩分 29.3psu以上でふ化した

個体は、水面近くで遊泳していたが、塩分 24.1psuのふ化個体は、水槽底面に眠るようにしていた。
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漁獲、海況データの収集整理
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図3 塩分濃度とふ化率との関係

40 

図4、図 5、図 6に示したとおり、 2000年漁期 (8月~翌年 7月)の漁獲量は 2.220トン(前年比

68%)、漁獲金額は 20億 6.800万円(前年比 68%)であった。また、前年に比べて全海域で減少し、

棒受網を除く全漁業種類で減少した。

付表 1に主要漁協の月別漁獲量 11ヵ年分を示したが、 2000年漁期の例年(過去 10カ年)比は、深

浦が 68%、大戸瀬が 56%、鯵ヶ沢が 84%、下前が 51%、小泊が 68%、大畑が 84%、八戸が 117%で、

太平洋のみ例年を上回った。また、図 7に月別ヤリイカ漁獲量の経年変化を示したが、鯵ヶ沢・大戸

瀬における漁期はじめの 12月の漁獲量が、 1989年頃を境に少なくなっていた。

アンケート調査の結果により得られたヤリイカの年間漁獲量の 1998--2000年平均値を図 8に示した。

ヤリイカは沖縄、瀬戸内海および北海道東部を除く、我が国の広い海域において漁獲されていた。近

年における、我が国のヤリイカの年間漁獲量は 8.186--9. 794トンと推定された。ヤリイカ漁業の最盛

期は l月--3月の海域が多かった。また、ヤリイカは底曳網と定置網による漁獲が多くを占め、釣り

や棒受網によるヤリイカだけを狙った漁業も成立していた。これらの他に、ヤリイカが漁獲されるほ

とんどの海域において、産卵していた。詳細は、青森県水産試験場研究報告第 2号 2)を参照。
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八戸鯵ヶ沢・大戸瀬青森県全域

11960 

1965 

; 1970 

j1975 

λ
ム
圃
霞
輯

、
ェ
圃
園
田
圃

1965 

1995 

1970 

1990 

2，000 

，、
.L 

: 1，000 
蝿

8 9 10 11 12 1 2 3 ... 5 8 7 

当隼 量隼

8 9 10 11 12 1 2 3 ... !i ・7

当隼 聖年

地域別の月別ヤリイカ漁獲量の推移図 7

ヤリイカ年間漁獲量の 1998"-'2000年平均値マップ

- 50ー

図 8



資源特性のモニタリング

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協において、各月ごとのヤリイカ生物測定結果をもとに、その月の漁獲量を

重み付けし、漁獲個体数、雌雄比、平均体重、平均外套背長、成熟割合を推定した。

図9に示したとおり、鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協における 2001年のヤリイカ月別漁獲重量と月別推定

漁獲個体数は、近年では最も少なかった。また、そのピークは 2月にあった。

推定結果をもとに、図 10に雌雄比、図 11に平均体重、図 12に平均外套背長、図 13に成熟割合、

図 14に外套背長組成を示した。 2001年漁期における雌の漁獲重量割合は 45%(過去 3ヵ年比 88%)、

雄の漁獲個体数割合は 39%(過去 3ヵ年比 95%)で、近年同様に雄の割合が少なかった。平均体重と

平均外套背長は近年の中では最も小型で、特に雄の小型が際立つていた。成熟個体の割合は雌雄共に

l月に 90%を超え、近年と変わらない状況であった。

期

期

期

期

漁

ン

漁

漁

漁

年

ゆ

年

ン

年

ン

隼

ン

9
制

ω川
剛

∞

割

引

H
肘

仇拶

1
H
Q
M
『

'
'
n
u
?
-
n
w
d
E

噌

E

4

，・
t
の

習

内

4
8
0

内
4
a
a守

一
一
-
-

x

×

ロ

O

一
-

4

-

n

u

n

v

n

v

n

u

 

n

u

n

v

n

H

V

《

U

z

u

a

“
.
内
A

W

9

h

入
占
酬
幽
照
圃
潤

100 

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

当年 翌年

2，500 

2，000 

土生
息
仲 1，5∞
緩
まま
恩 1，000
鱒
軍軍

-:1(-1998年漁期
7，133千個体

一×ー1999年漁期
5，700千個体 1

-0-2000年漁期 l
4，644干個体 1

。
500 -

8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

当年 翌年

図9 鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の近年におけるヤリイカの月別漁獲重量(左図)

と月別推定漁獲個体数(右図)

-~ー 1998年漁期

ーロー2000年漁期

一×ー1999年漁期

~2001年漁期

'# 
40 
寝

間50ー×
歯車
帯型
G 
若者

。一一一一一一一一一一一一一一一 一一 → 

8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

当年 翌年

10びτ

-~ー 1998年漁期
-0-2000:年漁期

-xー1999年漁期

・<>-2001年漁期

uk 
n
U
 

F
h
u
 

ぎ
佃
諸
説
栓
思
郷
礎

G
器

。一一一一一一一一一一一一一一 一→一一
8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

当年 翌年

図 10 鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の近年におけるヤリイカの雄の月別漁獲重量割合(左図)

と雄の月別漁獲個体数割合(右図)

- 51-



-X-1999年漁期

~圃2001年漁期
-::1(-1998年漁期

-0-2∞0年漁期

n
u
 

-
-
J
t
i
l
l
n
u
 円。

-X-1999年漁期

-0-2001年漁期

-::1(-1998年漁期

-0-2∞0:年漁期

250 
国

酬 200

まま
宮 150
1非

i1∞ 

5: j 
B月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

3001 

困お01
酬 200i 
栓 l
:il' 150イ
時 l
~ 100 ~ 
再|

5:1 
8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

翌年

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の近年におけるヤリイカの雄の月別平均体重(左図)

と雌の月別平均体重(右図)

当年翌年当年

図 11

-X-1999年漁期

-0-2001年漁期
-~ー 1998年海期
-0-2000年議期

-X-1999年治期

-0-2001隼漁期

-::1(-1998年海期

-0-2000年治期

n

u

a

u

n

u

内

U

m

U

A

U

E
a

自

u

e

a

n

u

z

a

A

u

m
d

内

必

内

4

m

4

4

a

-

E

E
E
蝋
信
網
求
雷
同
昨

e醤

E300 

・1{250 

Z200 

喜150

2100 

輔 50 50 j 

o ----~_，___，. ーァー~ー「 寸

8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

0 

8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

翌年

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の近年におけるヤリイカの雄の月別平均外套背長(左図)

と雌の月別平均外套背長(右図)

当年翌年当隼

図 12

.~ー 1999年漁期
-0-2∞1年漁期

l 一帯二百切年漁期

-fト・2∞o年漁期
100r========== 

-~ー 1998年漁期
-0-2000年漁期

'i-

411 

裏切首一一
銭
e 
v 

'i-

411 

E則一一

世
e 
調

0% -一一一¥..J"'-V""'V一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー
8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

0% 

翌年

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の近年におけるヤリイカの雄の月別成熟個体割合(左図)

と雌の月別成熟個体割合(右図)

- 52-

当年翌年当年

図 13



..，.沢+文戸道議
箇

2001隼'月
曜(27軸]

3怖
..，.沢+虫戸組組也

2伺1隼'用
組(73軸)
38.7国個体

品川ザ
i1倒 1

4叩

..，.沢+究戸調揖箇
z∞1.柑月
雌(48軸}
9.3田.樟

300 2叩1曲

却‘

4個3冊

.ヶ沢+:Ii:"調組協
2∞，隼10月
櫨(52軸)

10訓苅.体

.ヶ沢+夫戸掴量也
20曲隼叩周

蝿{引軸}
38.白z・1*

.ヶ況+:Ii:戸麺温也
割削.，011
温【調軸}
24.722.樟

4国

-ヶ沢+文戸頑温歯
2∞"事円周
雌(51軸}

20.31・・体

3曲2曲100 

首晶

4佃3曲

.ケ浪+寓戸現湯温
2曲"事"月
雄{柑軸}
柑.780・樟

2回1曲

甜‘

400 300 2曲'国

冊 。4刻。300 200 1国
曲 。

3a‘ 

400 

..，.沢+完戸瓢揖櫨
z曲'隼'叩2周
雌{臼a甜g軸}

A!_"川7

'“t曲加 2却。o 3。叩o 

積踊2回t曲4帽

品h

300 

也醐
周
、
，
悼

戸
旭
崎
咽

京
・
宇
田
川

H
刷
肱
川

書

Z

Z

』

7

• 問。1国
師 。

4師

崎ヶ沢+大戸調車也
2000'寧日周
雌{四軸】

10.9田.樟

3曲

LJ 
100 200 300 

Z国、国“加。

-ヶ沢+虫戸濁2・也
回国隼12用
組{円軸}
28.目。.体

叫
1田 200 300 

3国Z曲t曲

4曲

ロヤE
30‘1・ヶ沢+克戸現揖協

! 回世隼111

j訓イ … 292.344.樟

'tnJl.. 

-曲

30‘ 

4曲

3四 1・ケ沢+夫，...  協

i 捌 1刷 用;cm}A : 5泡邑帽。個体 a 

1叫 .... 

叫 l .・-・・・

o 1叩 200 3曲 4凹

3醐司..，.沢+文戸組JI協
2曲 2隼211

g2耐↓雌(8拘}

j川
。，‘」。

4曲400 3田2凹1国4国

3偶『・ヶ沢+夫戸遭車協
2∞，.2月

官2011~雄(3'軸}
E 1 8 H 1帽.体

ofl聞 J J且
! d副且

開 l

o 1曲 2冊 3田 400 

3曲 1・ヶ沢+太戸満治箇
2回2隼311

E 雌(日軸】2叫匂
172.512.住

'::1帥ォ 4 .. 圃

曲ー一 一一一一一
o 1凹 2曲 300 4曲

3曲2曲1曲4回

30‘1 ・ヶ沢+式戸.織協
2叩 2'同月
雄(48崎}

161.210・体 a 

44圃』
叫 ιー一一一 . 一。 100 2叩 300 4曲

g2偶 i

1，凹

4叩

3開『・ヶ沢+究戸車損協
2001隼311

j: 町軸}2蝿 ..=;':~~""'L328制..帥YI

1岨~ I圃

四ふー 十一-

o 100 200 3凹 柑O

3曲2田1叩4国

30‘ー鯵ケ沢+完戸趨温也
2日国t隼3月

舌2田 J 雄【33軸}s: ..... : 159，452・体

! Hl% ~J... .. 
011' 

o 1曲 200 3叩 4叩

3田 1.書ケ沢+大戸調漁協
2叩 2制月

j i 雌何20‘司
11.14拍2.体

占10‘」

叫マ。

鯵ヶ沢+大戸酒場協
2曲 2年4月
雄(48軸)

9.571個体

A且-
011ー一一一ー ーー圃 ーー

o 100 200 3曲 400

3師
3叫'.ケ沢+:Ii:戸.1・箇

2叩"制月
旨2帥; 雌{川崎)
g "V~ "' 103，256・日本

Ltl凹「 匝・量圃

冊一一一-ー--一一一一一
o 100 2回 300 400 

3叫-.ヶ沢+大戸組組箇
2回 1隼4月

日雄(酬]し118.341個体 .

1M，・._
ah冒』直量量量一

011 
o 100 2田 300 400 300 2∞ 100 

鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協の雌雄別月別成熟度別の推定外套背長組成

2000年漁期(左図)と 2001年漁期(右図)

- 53一

4回

図 14



1951""1988 

沿岸水温のモニタリング

図 15""19に県内 5地点で観測した水温の経時変化を示した。

図 20に鯵ケ沢町定地観測による、 2月平均水温の経年変化を示した。 2月平均水温は、

年では 6"Cを中心に 5""7"Cの範囲で年変動していたが、 1989年以降は 7""8"Cの範囲であった。
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未成体分布量の推定

表 5に 2001年の青鵬丸オッタートロール調査によるヤリイカの外套背長組成を示す。 1999年 9月

の調査では、 100m以浅では ML40-70mmにモードがあり、 100m以深ではそれよりやや大きかった。 1999

年 10月の調査ではML60-100mmにモードが見られた。2000年 10月は ML50-100mm、11月は 70-120阻

にモードが見られた。水深を増すごとに、また、時間を経過するごとにヤリイカが大型になる傾向が

見られた。

図 21にヤリイカの分布密度を示す。水深 50-200mの開に分布が見られた。水深 50-100mに分布

の中心があるように見うけられた。
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ヤリイカ分布密度
ind./1000ni 

x なし

o -孟1
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図 21 オッタートロール調査によるヤリイ力の分布密度(個体数)

移動経路の解明

図 22に試験船東奥丸によるイカ釣操業地点とヤリイカ釣獲個体数を示した。試験船によるヤリイカ

の漁獲はわずかなものであった。表 6には階上町沿岸と八戸港地先において標識放流結果を示した。

ヤリイカを 1，066個体放流したが、再捕報告はなかった。

142' 表 6 ヤリイカ標識放流の概要

年月日 場所 水深川) 放流個体数

2001 年1O ~11 月 階上町沿岸 40 1，000 

2001/ 12/2 八戸市中央防波堤地先 13 24 

2001/ 12/5 八戸市中央防波堤地先 18 

一一位~ー色

2001/12/13 八戸市中央防波堤地先 20 13 

2001/12/16 八戸市中央防波堤地先 19 32 

1∞m 20缶n

図 22 イカ釣操業地点とヤリイカ釣獲個体数
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考察

卵発生に及ぼす低塩分の影響

卵発生と塩分との関係について、ホタルイカでは、塩分 29.89psu以下では正常にふ化しないことが

推測されている九ヤリイカ卵は、ホタルイカ卵と同程度の低塩分の耐性能力があるものと思われる

が、塩分濃度の設定が大まかであったので、再度設定し直す必要がある。沿岸海域の塩分濃度は、河

川水などの影響で低下するが、密度効果により、その影響は低層ほど少ないため、海底近くの岩盤に

産み付けられたヤリイカ卵は、低塩分の影響を受ける可能性は極めて少ないと考えられる。今後は、

ヤリイカの産卵場所の塩分濃度を調べるとともに、その変化する塩分濃度が卵発生に及ぼす影響につ

いて明らかにしていきたい。

漁獲、海況データの収集整理

本県日本海側におけるヤリイカの冬季の漁獲ピークが1989年以降に lヶ月遅くなった要因について

は、暖冬による漁場の北偏という考えもあるが、想像の域を出ない。いずれにしても、漁獲量の変動

要因を解明するためには、本県沿岸で漁獲されるヤリイカと同ーの集団について解析する必要がある。

その集団の分布は、日本海においては能登半島以北と推定されている 6)が、太平洋側においては明ら

かにされていない。そこで、漁獲変動の要因を解明するためにも分布域を明らかにする必要がある。

アンケート調査により、全国のヤリイカの漁獲状況を明らかにすることができたものの、漁獲量の

変動要因については、ヤリイカの集団的分布域が解明されない限り、解析は困難であろう。今後は、

ヤリイカの集団の分布域を解明した上で、資源変動要因を解明していきたい。

資源特性のモニタリング

資源特性値として、雌雄比、平均体重、平均外套背長、成熟割合を推定したが、 4カ年のデータし

かないこと、また、資源的に高水準と思われるデータのみであることから、比較検討するためには、

今後も、生物特性値を継続的にモニタリングする必要がある。また、日齢査定による群構造の解明も

行う必要がある。

沿岸水温のモニタリング

卵発生に及ぼす低水温の実験結果 7)から、 5"C以下の水温期間の長さと短期的水温変化が再生産の

成否を決定すると考えられた。このことが、資源変動にどれだけ影響しているのか、また、資源変動

を予測するうえでも、産卵海域の水温をモニタリングすることは重要なことである。 2001年から開始

した青森県沿岸 5ヶ所の底層の水温観測を継続実施する必要がある。

未成体分布量の推定

青森県太平洋側の海域水深 50""200mにヤリイカ未成体の分布を確認した。分布の中心や季節変化ま

では解析できなかった。当海域は、沖合底曳網によるヤリイカの漁場と一致する。今後は、当海域~:

おける漁獲の年変動と、試験船調査による分布密度の年変動とをつき合わせて解析し、資源量を推定

する必要がある。
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移動経路の解明

八戸沖の大きな漁場においてヤリイカの標識放流を行うため、試験船によるイカ釣を 3ヵ年実施し

たが、釣獲は困難と判断された。しかし、この漁場において、標識放流調査を実施するにあたり、漁

場から沿岸側に位置する階上町沿岸において、底建網が 2001年に導入されたことにより可能となった。

本年度の調査で再捕報告はなかった要因は、 100.........150mmの小型のものを放流したためと考えられた。

今後は時期を遅らせ大型のものを対象に実施したい。
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